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さ わ や か

.・・全
国
に
広
が
る
 . 

「さ
わ
や
か
」
を
モ
デ
ル
に

第 2 7 号「さわや.0、」
・.
一九九六年資
二
一日
に、

'(社
) 康

病
協
議
会
・北

九州書
友会
・.農
空
セン

タ
I 「さ
わ
や
か
」
は
設
立
さ
れ

・ま
し
た
。 同
f

一目
か
ら
送

、要
整
しま
し
た
。 当
初
の月

は80回で
一日考
一回の益

でし
た。 

'
み
る
み
る
う
ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィァさんー
利常

ぇ
て

事業はー-明
に推ー
ました

0

,一九
丸
八
年
一月
一日
か
ら
は

'法
人
と
し
て
は
、
何
か
基

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と一i:

こ

こと
を
全
国
に
呼
び
か
け
た
の
で

す
。
:北
九
州
書
友
会
は
こ
の
呼

び
か
け
に
、
最
初
に
応
え
て
活
動

を
整
し
た
の
です
。 

透
析
由著
は
週
3
回
、
必
ず
通

院
し
な
け
れ
ば
生
命
の
獲
が
困

難
であ
る
と
い
,最

差
月負
っ

て
いま
す
。 こ
の
為
に
、
通
院
の

問
題
は
緊
急
の課
題
で
し
た
。

北
九
州
市
の援
器

. 

程

ヵの
養
の
も
と
で、
rさ

わ
や
か
」
が
全
国
初
の
、運
院
空
取

事
業
所
と
し
て
発
足
し
た
の
で
す

指
要
友会で、農
空

事
業
が
出
来
た
こ
と
は
、
全
国
の

、持
自著
に大
基
屋
零
与
ぇ

ま
し
た
。 
「指

市
で
現
実
化

・し
た
の
な
ら
、
私
た
ち
に
出
来

る
」
と
の確
信言

に
与
え
た

の
です
。
持
自著
の
宿
命
であ
る
通
院

問
題
は
、
例
外
な
く
重

ハ通
の

課
題
です
。
意

ヵで
は
、
早
速

北
九
州
書
友
会
の
成
税
を
、

マニュァルヒ基

に普
し

ま
し
た
。
そ
の
重
、
「さ
わ
や
か
」
設
. 

立
3
年
経
過
し
た
現
在
、
全
国
に
' 

か
ら
の
理
要
協男
を
得
て
、選
呂

さ
れ
て
い
る
。 
一般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァが多く、表
算
で号

安
定
し
た
基

基
行
ってい

る
。
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。また
、
年
3
回
開
催
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
整
a流
4W

お
お
く
の
左
一祖団
体
、
行
政
な
ど

に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
.. 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「さ

・わ
や
か
」
は
全
国
の
.薄
自著
の

先
駆
者
です
。
そ
し
て
、
そ
の
r

.さ
わ
や
か
」
の事
業
を
支
え
て
い

る
の
は
、
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の比程
の
心

から
のご表

、自
の需

自議

し
てぃ
る
の
です
。

今
MW

 
「さ
わ
や
か
」
に

対
し
;
ご
養

。ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
事
。 

運院
介
護

老
人
医
・警

.

四
月
一日
よ
り
値
上
げ

た0 

薬
代の

置
負
担の
導
入
な
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八
幡
事
業
所
だ
け
で
は
、
送
迎
回

数
が
増
え
て
コ
ー
デ
ィネ
ー
ト
が

困
難
に
な
要
し
た
。
そ
れ
ほ
ど

用明
に書

業
のびたと
言

え
ま
す
。
この、運院
重

は、
全
国

に
藤
け
て
、
北
九
州
書
友
会

が
書

た
も
の
で
す
。
市
腎
友

会
では
、
7年
一銀
ら
、北
九州

市
に対
し
て、
「薄
自著
のガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア制
度
」
の
確

立
を要
求
し
て能n藤
・理

繰

り
返
し
ま
し
た
。
期
を
一に
し
て

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
医

療
費
の
窓
口
負
担
額
が
、
四
月
一

日
か
ら
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。 
国
民
全
体
に

illi
円
もの

がぉ
し
つ
け
ら
れ
た九
七
年の

百= 
干
円・一、
月四
回、

1三百
己
負
担は、

気
に

五
倍

十
円
が
上
限
) に
な
り
ま
す
。

入
院
は
、
一目
千
百
円
か
ら

二
百
円
に
、
一ヵ
月
当
た
り
で
上
 (通
院
の
場
合
) に
増
や
さ
れ

ま
し
た
。 そ
の
さ
い
に
、
そ
れ
ま

｠"フi1
六
千
円・-・、
低
所
得
者の

上
限
は
月
三
万
五
千
四
百
円
) 

の
ぼ
り
、
三
千
円
の
値
上
げ
で

こ
れ
は
、
四
月
か
ら
の
年
金

額
の
ア
ッ
プ
分
(厚
生
年
金
の に

担
額
の
し
く
み
も
変
更
。 お
年
寄

り
の
医
療
費
の
伸
び
に
応
じ
て
、

二
年
ご
と
に
自
己
負
担
額
を
引
き

事
業
を
は
じ
め
る
に
至
要
し
た

ま
た
、
今
年
は
6
団
体
6
事
業

票
-n堅普
是
し
て取り組
み

を
し
て
い
ま
す
。
お
隣
の
福
岡
市

J
,。月要
是
に商
し. 

て
いま
す
。

' 

(社
)
意

前で
は
、
「要
空
限. 

、薄
自著
の
、運
第
策
に
っい
て

」
と
ぃぅ軍
の要

し
て
ぃ

最

、
そ
の中
に、
「さ
わ
や
: 

か
」
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

ます
。

. 

「市
内
の
中
核
病
院
に事
務
所
を

置
い
て
い
るg
市
か
ら
の
助
成

金
、
マス
コミを
通
じ
て
のボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
募
集
な
ど
要
い書

移
転
し
ま
し
た

、「さ
わ
や
か
」
八
幡
事
業
所

、握
院
空
限セ
ン
タ
ー 「さ
わ
や

か
」
八
業

、
新
議

に
害

ま
し
た
。 三
單
八
日

に
引
っ越
と
元了
し
、
当
日
か

漢

し
てし、
ま

す
。諾

の藤
は
、済
生
会
八

幡
総
合
病
院
の話

が
理

屋
に
移
転手
る
と
同
時
に
「さ
わ

や
か
」
も
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

まし
た。

'

今
ま
で
ー

「さ
わ
や
か
」
に

げて
い
く
とい
うし
く
み
に
変

お

1｠"

規
受
給
者の
平
均で 
月
千
二目

円

国
民
年
金の
老
齢
基
礎
年
金で

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
通
院
費
の
自
己
負
担
の

き
上
げ
は
、
そ
の
し
く
み
に
ー 
よ
っ
て
、
九
七
年
の
改
正
以
来

刻
な
事
態
を
招
い
て
い
る
受
診

要にな
要し
ナj 

百
円
た
ら
ず
、一

を
上
回
る

や
治
療
中
断
に、
い
つ
そ
う

たがぅ

もの
で
す0 
自l 己
l 負
l 担
l f当

車がか
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す

い
た
だ
い
て
い
た
の
で求
、
眼

科
の検
套
至と
共
同
使
用
(壁
で

:仕切
り
は
し
て
あ
る
が
、
入
口
が

一緒
)
でし
た。 

の御
好
意
で
、
よ
2
宋件
の
よ
い

新舞
ー
てぃただける

こと
に
な
要
し
た
。
今
度
の
事

務
所
は
、
全
国
の簡
が
察
や

一商
に来てー
請要
って

紹
介
で
き
る
、
素
暗Fbし
い
事
務

所
で
す
。
場
所
は
済
集
u八
獲
合
病
院

と
道
路
(空

・黒
崎
線
)
を
は

さ
ん
で
、
斜
め
向
か
い
の
、港

の
奥
に
あ
;

。

近
く
に
お
越
し
の
せ
つ
は
、
御

違
慮
な
く
お
立
ち
よ
り
下
さ
い
。

慧

目
具が
快
く
お
迎
え
い
た

し
;
。 


